
2019年一泊クルージング案内（その１） 
泊地 答志島について 

東西約 6キロメートル、南北約1.5 キロメートル。面積約7平方キロメートルで、鳥羽湾および三重県内では最大。 

桃取、答志、和具、３つの集落がありそれぞれの漁業組合があります。避難港として整備され現在、答志の組合が主に使用されてい
るため組合長に使用の意を伝えてあります。 

鳥羽市の無形民俗文化財に指定されている寝屋子制度が残る。答志島は、中世の九鬼水軍の根拠地であり、九鬼嘉隆終焉の地。 

嘉隆は、信長、秀吉に仕えて志摩地方一円に名をはせる。しかし関ヶ原の戦いでは情勢の見きわめに悩み、家名存続のため嘉隆が大
坂の豊臣方に、子の守隆は家康の東軍について戦うことになる。敗れた嘉隆はこの地にのがれ、ついに自刃する。嘉隆の遺言によ
り、自ら築城した鳥羽城を望む岬の頂きに首塚、その麓に胴塚が残されている。 

泊地案内 

船越浦港（赤丸場所） 
入港時入り口周辺には網があるので注意してください。 

入港して正面に突き出た突堤の左側の浮き桟橋と突堤の間に係
留します。（浮き桟橋は係留不可です） 

港内に緊急用のヘリポートがあるため左奥も係留不可です。 

参加艇数にもよりますが大きい船を先に止めて横抱き係留また
は槍付けとなります。（当日決めます）横抱きの場合、３艇～
４艇くらいは並べられると思います。 

その場合できるだけマスト同士が接触しないように船の向きを 

交互にするなどの工夫を行います。 

係留は皆さんで協力しながら行いますが、船同士の接触、港施
設等への接触等の責任は各自お願いします。 

 

答志島主要案内図 

左上 船越浦港 

右上 答志地区 

右下 和具地区 

和具地区（徒歩約 30分）には 

日帰りできる温泉（寿々波 入浴
600円）があります。 

その他、答志地区、和具地区にも 
旅館等数件、スナック、寿司屋等 

あります。 

宿に宿泊される場合、送迎サービス
も行なっていただけます。 

漁港内の陸上および周辺では、バー
べQ等、ガスコンロ以外の火気の
使用は禁止されていますので 

絶対に行わないようにお願いしま
す。 

トイレ、水はありません。 

 

ゴミは必ずマリーナまで持ち帰ってください。 



2019年一泊クルージング案内（その２） 
 
 
三河湾、伊勢湾を渡ろう 

ラグナマリーナより蒲郡港航路を横切り西浦沖を
通り、立場崎沖（渥美火力）沖を目指します。 
途中豊橋港へ出入りする本船に十分注意してくだ
さい。 
中山水道の外側すぐ南を平行に三重方面に向かい
ます。（希望艇はこの辺りから伴走して一緒に渡り
ましょう） 
沖の瀬灯浮標（大抵たくさんの釣船がいる）の南方、
伊勢湾３号灯標付近から伊勢湾を横断します。 
自艇の進路を保針し本船等を確認したら自艇との
見える角度を確認します。時間とともに角度が変
わればミートする確率は少ないですが、見える角
度が変わらない場合、衝突の恐れがありますので、
相手艇に視認できるように大きく相手艇の船尾よ
り少し後ろくらいに自艇を転針させます。 
本船の往来が多い場合、艇速を止めて安全な状況
になるまで待ちます。風の強い場合はヒーブツー
等行い、待ちます。 
横断するときは基本エンジンをかけて機帆走また
は機走します。 

 
 
 
 
 
 

伊勢湾を渡ったら左手に沖から 

小築島、大築島、答志島本島と見えます
が、漁具、浅い部分もありますので、近
づかないように進みます。このあたり 
イルカの遭遇が多い場所です。 

潮流と北西の風があると吸い寄せられる
ので要注意！ 

船越浦港が真横に見えたら変針し入港します。（敷網等あります注意） 

左絵の点線内の漁具はワカメ、海苔養殖のため、この時期はありません。 

 

事前に海図で確認をお願いします。 

本図、および挿入地図を参考にできません。 

	



2019年一泊クルージング案内（その３） 

三河湾および伊勢湾で遭遇する漁	

船びき網漁 底びき網漁  一艘曳きと二艘引きがあります。相手船首の前方離れたところを通ります。後ろは通らないようにしましょう。 

 
鰆 曳き漁  伊勢湾、外洋で多い漁です。 

かなり後方まで伸びていますので、前方の離れたところを通りま

す。 

 

なるべくミートしないように通過するのも操船テクニックのうちです。見張りを十分行いましょう。 


